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2 語 
氷 涯 


冬 の 奥 入 瀬 渓流 は 、 随 所 に ある 滝 が 凍り 付き 、 水 が 流れ た まま 時 が 止ま っ た よう 






三陸 鉄道 こたつ 列車 


リア ス 海岸 を 走る 三陸 鉄道 は 、 ロ ー カ ル 線 の 魅力 を 満喫 で きる 路線 と し て 人 気 。 冬 





乳頭 温泉 郷 


全国 の 秘 湯 の 中 で も 屈指 の 人 気 を 誇る 乳頭 温泉 郷 は 、 古 く か ら の 湯治 場 の 雰 囲 


巡る た び 、 
出会う 旅 。 
東北 


に は 名 物 の 「 こ た つ 列 車 」 が 運行 され 、 荒 々 し い 海岸 線 や 大 海原 を 堪能 で きる 。 
ビュ ー ス ポッ ト で は 速度 を 落と し 、 観 光 ア ナウ ンス な ども 行わ れる ほか 、 各 種 海 鮮 弁 
当 も 楽し め る 。( 要 予約 ) 


気 を 残し 、 情 緒 も 満点 。 泉 哲 の 異な る 7 つの 湯元 が それ ぞ れ 離れ た 場所 に あり 、 冬 
の 山 懐 に 抱か れ た 温泉 卿 に は 、 ゆ っ た り と し た 時 間 が 流れ て いる 。 


6 問 ノ 仙北 市 田沢 湖 観 光 情 報 セ ンタ ー「 フ ォ レ イク ] 
@ 交通 施設 に より 異な る ( 最 寄 駅 ) JR 田沢 湖 駅 


な 、 不 思 議 な 風景 が 展開 され る 。 大 迫力 の 氷 涯 や 氷柱 な ど 見 どこ ろ 満 載 で 、 ラ イト 
アッ プ さ れ た 水温 を 鑑賞 で きる ナイ ト ツ アー も 人 気 。 

6 問 ノ 一 般 社 団 法人 十和田 奥 入 瀬 観光 機構 

@ 交通 JR 七戸 十和田 駅 か ら 車 で 約 1 時 間 ※ 冬 季 交 通 規制 に 注意 


の 問 プ 三陸 鉄道 旅客 営業 部 


手のひら か ら 、 お で か け を 。 


JR 


JR 東日本 で は 、 ス マー ト フ ォ ン ひと つ で で きる 

新しい お 出かけ スタ イル を ご 提案 し ます 。 

JR の きっ ぷ を 買う の も 改札 を 通る の も 、 お 買い 物 も 。 

旅 を 便利 に する た くさ ん の アプ リ & サ ービス を ひと つ に まとめ た の が 
[JR New Style ナビ TOHOKU」。 

手のひら か ら 始 まる 

東北 の 旅 に アク セス し て み ま せ ん か ? 


< 際 、「# 東 北 PR 局 」 / 作 科 ン 


ノッ ジュ タク キャ ン ペ ー ン 
東北 の オス ス メ の 観光 スポ ッ ト や グル メ 、 旬 な 情報 を 投稿 し よう ! 
投稿 いた だ いた 方 の 中 か ら 抽 選 で 東北 エリ ア の 美味 し い 特 産品 を プレ ゼン ト ! 


みん な に オス ス メ し た い 
東北 の 写真 に に 、 ハ ッシュ タグ 
「# 東 北 PR 局 」 を 付け て 投稿 ! 陣 


※ こ れ ま で に 撮影 いた だ いた 写真 も OKI 


東北 観光 推進 機構 の 
Instagram 公 式 ア カウ ント 
(tohokutourism_jp) を 
ン 4m 三 ! 





ーー “ 科 の 東北 ” ーーーー 


旅 を 便利 に する ・ 
新 電線 二 - チ ケッ ウト 
た くさ ん の 


北 ナ - ^ ゝ | v ゝ | : 
eo / とこ から で も 新幹線 の きっ 予約 | スマ ホ で 予約 、 タ ッ チ で 乗車 


東北 6 県 の 特産 0O0 (0E イ 3 


日 本 国内 に お 住 き いで 、 か つ 、 
賞品 の 発送 先 が 日 本 国内 の 方 。 
※ 応 募 に 当たっ て は 、 応 募 規 約 も 





( 約 3.000 円 相当 ) 必ず ご 確認 くだ さい 。 ョ モバ イル JR 東日本 
Suiea ノ 目 Sies | ツ タダ 77 ミ ッ カ レー ルル パック 
キャ ッシュ レス な ライ フス タイ ル : 東北 を 彩る 、 者 と 物 列車 と 宿 を まとめ て 予約 
# 東 北 PR 局 


東北 の オス ス メ の 観光 スポ ッ ト ヤ グル メ な ど を JRE MALL 
Instagram に 「'# 東 北 PR 局 」 を 付け て 投稿 し 、 そ の 魅力 や 旬 の 情報 を 


発信 し て い # す 。 お 出かけ 前 に 旬 の 情報 を 検索 し て くだ さい 。 


久間 放 車 det 


ラク ラク ネッ ト 注 文 お 寺 産 革命 | 貯め 方 いろ いろ いろ いろ 使え る : 個性 あふ れる 列車 で 旅 を 豊か に 





詳し く は こち ら 





【 必 ず お 読み くだ さい 。】 新型 コ ロナ ウイ ルス 感染 予防 対策 に つい て 欠 お 出かけ の 際 は 、 各 自治 体 の 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 拡大 防止 の 最新 情報 を ご 確認 の 上 、 体 温 の 測定 、 マ スク の 着用 、 手 洗い の 励行 、 ソ ー シ ャ ルディ スタ ンス の 確保 な ど 、 
感染 拡大 を 予防 する 「 新 し い 生活 様式 」 の 実践 を お 願い いた し ます 。 人 感 染 拡大 の 状況 に よっ て は 、 企 画 の 中 止 や 延期 、 施 設 が 一 時 休館 に な る 可能 性 も あり ます 。 念 天候 ・ 季 節 また は その 他 の 発行 者 の 関与 し 得 な い 事 由 に より 、 掲 載 内 容 が 変 


更 と な る 場合 が ご ざい ます 。 最 新 情報 に つい て は 、 掲 載 地 そ れ ぞ れ の 問合せ 先 へ の お 電話 、Web サ イト の 閲覧 等 に て ご 確認 くだ さい 。 念 掲載 内 容 が 予告 な く 変更 に な る こと や 、 時 期 に よる 変動 及び 臨時 休業 な ど で 利用 で き な い 場合 が ご ざい ま 
す 。 ご 利用 の 際 に は 、 予 め ご 確認 くだ さい 。 旬 この 冊子 に 掲載 され た 内 容 に より 生じ た トラ ブル や 損害 な ど に つい て は 、 責 任 を 負い か ね ます 。 


※ 記 載 の 情報 は 2021 年 9 月 現在 の 情報 で す 。 ※ 写 真 ・ イ ラス ト は すべ て イメ ー ジ で す 。 実 際 と は 異な る 場合 が ご ざい ます 。 ※ 掲 載 の 地図 や その 縮尺 、 所 要 時 間 な ど は 、 お お よそ の 目安 と な る も の で す 。 





東北 の 観光 情報 は ホー ムペ ー ジ を チェ ッ ク リ ル 





Wearamask. 戴 口 軍 戴 口 電 
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ほか に も 、 観 光 PR 動 画 や 
SNS な ど で の 投稿 画像 な ど 、 
旅行 に 役立つ 情報 が 満載 ! 
是非 、 観 光 情 報 を チェ ッ ク し て 、 
あな た だ け の 

“巡る た び 、 出 会 う 旅 。 東 北 " を 
見 つけ て くだ さい 。 es 
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Wash / sanitize your hands. 
( コ NK 
洗 手 ・ 消 毒 洗 手 ・ 消 毒 


giTg・sinuW olsn 佐 中 71. 全 后 ご クー 
に e- 昧 









安心 し て 旅 を 楽し も う / 


Enjoy traveling with peace of mind! 


N 
い 





ご ぁ J を お 願い し ます 。 


Thank you for your cooperation. 


JH 東日本 


見 頃 :10 月 中 旬 ~ て 11 月 上 旬 





見 頃 :10 月 中 旬 ン 下旬 
錦 秋 湖 


』 


| シル ムル ア 、 さ 4 時 = レ 且 見 綱 :11 月 中 句 一 下旬 
高 さ 約 31m、 幹 周 約 22m、 樹 齢 1.000 年 以上 と され る 日 本 最大 級 の 考 木 で 、2004 年 は 国 の 天然 記念 物 に 指 
定 さ れ て いる 。 樹 形 も どっ し り と し て 美しく 、 特 に 黄葉 の 時 期 に は 、 黄 金色 に 輝く 圧倒 的 な 存在 感 に 魅 子 さ れる 。 

間 ン 深浦 町 観光 課 @ 交通 /JR 北 金 ケ 沢 駅 か ら 徒歩 約 10 分 
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十和田 八幡 平 国立 公園 内 に ある 「 切 七 沼 」 最 大 の 

湖沼 。 十 和田 樹海 と も 呼ば れる ブナ 原生 林 に 囲ま 

れ 、 風 の な い 日 は 静か な 水面 に 木々 が 映し 出さ れ 、 

まさ に 息 を 呑む 美 し さ 。 野 鳥 の 宝庫 で も ある 森 は 散 

策 の 聖地 。※ 紅 葉 期 は 混雑 緩和 ・ 環 境 保全 の た 

め 、 事 前 予約 制 の 導入 及び 協力 金 の 設置 等 を 

行っ て いま す 。 

@ 問 ノ 奥 入 瀬 渓 流 館 

@ 交通 JR 青森 駅 か の ら バ ス で 約 1 時 間 30 分 
(青森 駅 か ら 新 青森 駅 経由 は 約 2 時 間 ) 


見 頃 :10 月 上 旬 ー 下 旬 






NM し 
の きか 者 較 59 上 議 見 頃 :10 月 中 名 一 下旬 
駒ケ岳 と 大 沼 、 小 沼 な どの 湖沼 雑 誠 美 ほ い 南北 海道 唯一 の 国定 公園 で 「 日 本 新 三景 ]」 の ひと つ 。 紅 葉 の 名 所 と し て 
も 知ら れ 、 鮮 烈 な 紅 に 彩 仙 な 潮 更 胸 辺 后 を 紐 で きる 。 サ イク リン グ や 、 カ ヌー* ボ ー ト か ら の 紅葉 鑑賞 も お 薦め 。 


間 ブ 一 般 社団 法 大 世 飯 大 沼 国 際 観 光 コ ン ペ ンション 協会 。 交通 プ JR 大 沼 公園 駅 か ら 徒歩 約 5 分 間 ノ ー 般 社団 法人 族 幡 平 市 観光 協会 











多 時 ぁ 
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て で ふ 
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交通 JR 湯沢 駅 か ら め パ ス で 約 1 時 間 


[3 
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9 が 人 ( 還 i 
1 = ) ヽ べ ノド 
4N ロ 県 湯 
小 安 ! 峡 』 匠 田 県 湯沢 市 えま か 
深い 峡谷 の 両 岸 が 色 鮮 や か に 楽 まる 還 色 る で 。 計 5 
小 安 峡 の 紅葉 。 遊 歩道 整備 され 、 大 | 寺 w ょ の 山南 
小 の 滝 や 急流 と と も に 変化 に 富ん だ | ュ 貞 3 較 
渓谷 美 を 堪能 で きる 。 大 地 の 人 息吹 を 感 > の (生還 ス 計 5 
じき させ る よう に 熱湯 と 蒸気 が 吹き 出す / 生 . に ん 上 の ぐ 王 に 
「 大 噴 湯 」 も 名 所 の ひと つ 。 歴 史 あ る 小 ィ ャ と し と 
安 峡 温 泉 や お 薦め 。 すず Pe 作 の 2 頂 
問 ノ 湯沢 市 観光 物産 協会 ー = や 
皆瀬 事務 所 と 上 員 
と 信 MG 
き き 
ま 
MC 
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見 頃 :10 月 中 旬 て 下旬 


だ け だ い 


黄葉 の 白神 山地 ( 岳 倍 自然 観察 教育 林 ) 上 画 昌 基 還 


ブナ 原生 林 で 知ら れる 世界 自然 遺産 白神 山地 ] は 、 黄 葉 も 見 事 。 ブ ナ の 森 が つく り だ す 黄 金色 の 体験 は 訪れ る 価値 
あり 。 沙 ち 葉 が 積み 重なっ た ふか ふか の 小路 を ゆっ くり と 散策 し た い 。 


問 ノ 白神 山地 世界 遺産 セン ター( 膝 里 館 ) 交通 プ JR ニ ツ 井 駅 か ら 車 で 約 25 分 


森吉 山 阿仁 ゴ ンド ラ TEEEEi 
紅葉 ジ シー ズン に は 多く の 紅葉 見 物 客 で 賑わう 「 阿 仁 ゴ ンド @ 間 ノ 北 秋田 市 営 森吉 

ラ 」。 眼 下 に は 雄大 な 広葉 樹 の 森 や 林 が 続き 、 ブ ナ の 黄葉 = 阿仁 スキ ー 場 (同仁 ゴン ドラ / 
を 中 心 と し た 雄大 な グラ デー ショ ン が 広がる 。 遊 る も の の な 交通 秋田 内 陸 綻 鉄道 人 合 駅 
い 360 度 の 大 パノラマ を 、 約 15 分 に わ だ っ て 堪能 で きる 。 か ら 車 で 約 25 分 
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見 頃 :10 月 中 名 11 月 上 名 居 識 
長井 ダム な が い 百 秋 湖 


山形 県 長井 市 


長井 ダム に よっ で で きた 区 が い 百 秋 湖 」 を 取り 
む 山 肌 は 、 急 唆 で 荒 る を し い 岩 肌 が 露 野 し て い 
る 部 分 も ある な ど 変 化 に 富み 、 紅 葉 の 名 所 と し て 
も 親しま れ て いる 。 穏 や か な 湖面 に 映る 紅葉 を ま 。 
と っ た 山々 と 、 革 空 に 広 が ず 空 の 雄大 さ は 壮観 。 
三 淵 渓谷 ボー ト ツ ー リ ング や 屋形 船 運行 な ど 楽 
し み 方 も 盛り だ くさ ん 。 

間 ノ や ま が た アル カ デ ィ ア 観光 局 


了 そ 。 
し テ 

ま r 

コト と 馬 に 


と 2 の E す 3 ニキ リル へ 3【) 
イチ ョ ウ 並 木 
福島 県 福島 市 


自然 林 を 含め る と 約 300 種 の 植物 が 見 
られ る 「 あ づま 総合 運動 公園 ] 中 で も 
中 央 園 路 の イチ ョ ウ 並 木 は 、 黄 葉 の メイ 
ンス トリ ー ト と な て お り 、 約 520m の 道 
路 に 116 本 の 黄金 に 輝 《 イ チョ ウ 並 木 が 
立ち 並ぶ 次 は 壮観 。 敷 地内 に は 、 東 京 
と シリル 2 ルン ル 40 ア 40【 の 525( 旨 アル 2 は ルク 
の 会 場 と な っ た 福島 あづま 球場 が ある 。 

間 / 福 島 県 都市 公園 ・ 緑 化 協会 

交通 プ JR 福 島 駅 か ら 車 で 約 30 分 


見 頃 :10 月 下旬 て 11 月 上 旬 


ko 梁 次 oc 寺 各 
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本 
- 吉 
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見 頃 :10 月 下旬 11 月 中 旬 
最上 峡 


最上 川 流域 で も 随 一 と 言わ れる 紅葉 の 



















錦 秋 湖 は 、 山 々 に 囲ま れ 町 の 東西 に 広がる 岩手 有数 の 紅葉 の 名 所 。 湖 
の 周辺 が 紅葉 で 錦 の よう に 彩 ら れる こと が 名 前 の 由来 と な っ て いる 。 ド ラ 
イブ や レン タ サ イク ル で 景観 を 楽し むこ と が で きる 。 

@ 問 / 西 和賀 町 観光 協会 @ 交通 プ JR ほ っ と ゆ だ 駅 か ら 車 で 約 8 分 


1 ーー 99 に す 
八幡 平 の 草 紅 葉 ? ト レッ キン グ 

八幡 平 は 9 月 下旬 頃 か ら ダ ケ カ ン バ や ヤマ モミ ジ 、 ブ ナ が 中 頂 付近 を 美しく 染め 始め 、 極 上 の 紅葉 スポ ッ ト を 巡り な が ら 

トレ ッ キ ング を 楽し な っ と が で きる 。 ト レッ キン グ の 後 は 幡 導 の 名 湯 で ゆう た り と 疲れ を 療 す の も 醍醐 味 。 

交通 JR 盛岡 駅 か ら 車 で 約 1 時 間 30 分 








= 加 形 県 画 形 市 名 所 ・ 最 上 峡 。 川 沿い の 国道 47 号 線 を YE。 
な と 利用 し た 紅葉 ドラ イブ も 人 気 だ が 、 舟 下 la 福島 県 いわ き 市 
・ 山 全 体 に 無数 の カエ デ が 自生 し て り も お 薦め 。 青 い 川 の 流れ と 赤 や 黄色 ーー 5 当 - 生 gh 
いる 山寺 は 、 山 形 県 内 居 指 の 紅葉 の 紅葉 の 対比 や 、 水 面 に 映る 雄大 な 景 ae 、 = まい 年 月 を か け て 前 り 取ら れ た だ 断 必 6 
KS 観 を ゆっ た り と 味わう こと が で きる 。 に 
ウ と 、 絶 壁 に 生い茂る や 歴史 あ 一 き 稀 ン に 『 Sn 坦 - に | mr な ど 、 約 al こ = 2 N 中 1 有 
る 数 々 の 公開 奇岩 怪 石 と の 競演 は 人 II - … 電 の 渓 益 。 秋 に は カエ デ な どの 色 鮮 和 
半 壮観 その も の 。 蘭 厳 な 雰囲気 と と も こ - と ei 1 か な 紅葉 で 彩 られ 、 渓 谷 美 は クラ イ ・ 人 
症 に 堪能 で きる 。 款 2 マッ クス を 迎え る 。 Eco 生 ト H 
打 ま 間 ノ 山寺 観光 協会 6 で 条 呈 51 問 ノ いわ き 市 総合 観光 案内 所 
交通 JR 山寺 駅 か ら 徒歩 約 5 分 と 交通 JR 江田 駅 周辺 ] 


rw TU 


鏡 見 頃 :10 月 中 旬 11 月 上 名 鞭 穫 紅 
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が E. 直 3 







ー ビー 





に 1 





岩手 県 八幡 平 市 秋田 県 鹿角 市 武家 屋敷 城内 諏訪 小路 硬 下 叶 訪 m て 
江戸 時 代 の 武家 町 の 仔 まい を 今 に 残す 、 国 選定 の 重要 伝統 的 建造 物 群 保存 地区 [金ケ崎 町 . 城 内 主 Sc 人 3 


訪 小路 」。 紅 葉 の 時 期 に は 武家 屋敷 の 落ち 着い た 風情 と 色 鮮 や か な 紅葉 の 競演 を 楽し むと と が で きる 。 
間 白 糸 ま ちな み 区 流 館 交通 JR 金ケ崎 駅 か ら 徒歩 約 15 分 


し 
に 1 と [ 電 0 se 鉛 


9 





( 見 頃 :9 月 下旬 一 10 月 中 旬 ) 
栗駒 山 


標高 1.626m の 栗 胞 山 一 帯 が 国定 公園 に 指定 され 、 ブ ナ 原 生 林 や 湿原 な ど 豊 か な 自然 が 残る 。 
紅葉 の 時 期 に は 、 一 面 の 草 紅葉 を は じ め 、 ナ ナカ マ ド や カエ デ な ども 鮮やか に 色づき 、 日 本 一 と の 
呼び 声高 い 「 神 の 線 」。 そ の 紅葉 を 見 な が ら 温 泉 も 牙 沢 に 電 能 で きる 。 

@ 問 / 一 般 社団 法人 栗原 市 観光 物産 協会 





蔵王 エコ ー ラ イン 計 


山岳 観光 道路 「 蔵 王 エ コー ライ ン 」 
は 、 蔵 王 を 代表 する 紅葉 ドド ライ ブ 
の 名 所 。 カ エ デ 、 ブ ナ 、 ナ ラ な ど が 多 
く 自 生 し 、 赤 、 黄 色 な ど 色 鮮やか に 
染め 上 げ る 。 ま た 、 山 頂 の カル デラ 
湖 ・ 御 釜 と 紅葉 の 蔵王 連峰 と いう 、 
一 大 パノラマ も 必見 。 

@G 問 ノ 蔵王 町 観光 案内 所 


@ 交通 JR くり こま 高原 駅 か ら 車 で 約 1 時 間 10 分 





一 


、 


記 ( 見 頃 :11 月 中 名 下旬 








mm ませ 



















| 3 
角 序 神社 ・ 臨 電 神 社 "計上 琴 面 
複数 の 社 威 が 建ち 並び 、 吉 く か ら 崇 敬 を 集 生 ち 神社 。 塊 内 に は 約 
500 種 の 植物 が 繁茂 し 、 紅 葉 の 時 期 に は カエ デ 類 を 中 心 に 赤 ・ 黄 " 橋 名 な ど に 
色づき 、 人 気 の 紀 葉 スポ 放 と な っ て いる 。 境 内 か ら は 千賀 の 浦 も 一 望 で きる 。 
問 / 志 流 彦 神社 ・ 障 神社 交通 /JR 本 塩釜 駅 か ら 徒歩 約 15 分 














見 頃 :10 月 下旬 11 月 中 包 見 頃 :10 月 上 名 中 旬 


に 1 
ま 
ーー: に ー 
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見 頃 :10 月 下旬 11 月 中 旬 


夏井 川 渓谷 


| wーtNNNM み 6 向洋 





北 和 吾 雪 カ ラン 





ほか に も 
だ まこ 鋼 秋 ・ 冬 の 味覚 が 


炊い た ご 飯 を 潰し 、 丸 め た も の を 「 だ まこ 」 と 呼ぶ 。 具 材 や スー プ は きり た ん ぽ 鍋 
と 同じ で 、「 だ まこ 」 を 入れ る の が 特徴 の 郷土 料理 。 主 役 の だ まこ は 時 間 と と も に 
スー プ を 吸っ て も ち も ち の 食 感 に な る 。 新 米 で 作る だ まこ は 風味 が よく 、 秋 の だ ま 
こ 鍋 は 特に 美味 と され る 。 


問 ノ 五城目 町 観光 物産 協会 









N ぼ ぽか ぼ か ノ 


ご 当地 
ノリ レ メ 








し つ 4 
あん こう 鍋 
いわ き の 秋 か ら 冬 の 味覚 と 言え ば 「 あ ん こう 鍋 」。 あ ん こう の 身 や 皮 、 内 臓 、 エ 
ラ ま で 丸ごと 使い 、 新 鮮 な あん 肝 と 味噌 、 野 菜 な ど を 煮込ん で 味わう 、 絶 品濃 
厚 鍋 。 コ ラー ゲン や 野菜 も 豊 宣 に と れる こと か ら 美 肌 効 果 も ある と 人 気 。 
問い わき 市 総合 観光 案内 所 











山形 芋煮 


大 鍋 と 重機 で 約 3 万 食 の 芋煮 を 河原 で 作る 「 日 本 一 の 芋煮 会 ] で 全国 的 に も 
有名 な 山形 の 芋煮 。 里 芋 と 山形 牛 を 主役 に 、 ネ ギ や ヤゴ ボウ な ど を 加え 甘 め の 凌 
油 味 で 仕上 げ る の が 定番 。 庄 内 地域 で は 、 豚 肉 に 味噌 味 の 芋 煮 を 楽し め る 。 


問 / や ま が た 観光 情報 セン ター 
















ひっ つみ 風 








東北 の 寒さ に よっ て 
= = 水 で こね た 小麦 粉 を 薄く 伸ばし て 手 で 引き ちぎ り 、 鶏 内 、 ゴ ボウ 、 ニ ンジ 北海 道 函 館 市 
魚介 は 旬 を 迎え 、 野 菜 や 果物 は ン 、 キ ノコ な ど と と も に 煮込ん だ 、 醤 油 仕立 て の 煮込み 料理 。「 手 で 引き ち ' 
6 ぎる 」 こ と を 方 言 で 「 ひ っ つむ 」 と いう こと が 名 称 の 由来 で 、 も ちち も ちと し た 
甘く 瑞 々 し く 育 ち ま す 。 食 感 と 滑ら か な 喉 越 し が 楽し め る 。 






秋冬 の 実り が 満載 問 公 益 時 法人 岩手 上 観光 協会 













まだ まだ ある ! 
東北 の 鍋 

















壮 六 鍋 
宮城 県 は 全国 第 2 位 の カキ の 産地 。 小 粒 で 身 が し まっ て いる の が 特徴 で 、 こ の カキ 
を た っ ぷり の 野菜 と と も に 仙台 味噌 な どの 鍋 仕 立て で 味わう の が 牡 蝶 鍋 。 産 地 
の 一 つ で ある 松島 で は 、 松 島 湾 を 遊覧 し な が ら 味 わ う 「 か き 鍋 ク ルー ズ 」 も 人 気 。 

問 ブ 一 般 社団 法人 松島 観光 協会 





八戸 せん べ い 汁 避 語 : 


鶏 や 魚の 出汁 に 、 旬 の 野菜 や 豆腐 、 専 用 の 南部 せん べ い (お つゆ せん べ い ) を 割り 
入れ て 意 込 ん だ 郷土 料理 。 せ ん べ い に 旨味 が し みこ み 、 も ち も ち の 食 感 が 味わえ 
る 。2007 年 農山 漁村 の 郷土 料理 百 選 に も 選ば れ た 八戸 地方 を 代表 する 鍋 料 理 。 


間 ブ 一 般 財 団 法人 VISIT は ちの へ 














JOMON _ JAPAN 


xr そま ネネ ko 旨 中 群 ユネ スコ 世界 文 化 遺 産 等 録 ) 人 議 yocchesmmos 






世界 遺産 と は 、 地 球 の 生成 と 人 類 の 





特別 史跡 文 。 
末 加 ] 馬 ヒ < 正 T 呈 す ド 人 
歴史 に よっ て 生み 出さ れ 、 過 去 か ら 三 内 丸山 遺跡 特別 史跡 大 湯 環 状 列石 時 
未来 へ と 引き 継ぎ 伝え て いく べき か 還 還 縛 細 大 湯 ス トー ン サ ー ク ル 館 : 代 基 
崩 和 月 条 中 1 
けが え の な いも の 。 PP 2 了 大 湯 環 状 列石 は 、2 つ の 環状 列石 (野中 堂 環状 列石 、 万 座 環状 列石 ) を 主体 と する 縄文 時 嫌 
世界 遺産 「 北 海道 ・ 北 東北 の 縄文 遺 代 後期 の 大 規模 な 遺跡 集団 墓 で ある と と も に 、 祭 祀 施設 だ っ た と 考え られ て お り 、 今 後 の 坦 イ 
約 1 万 5 千年 前 に 始ま っ た 縄文 時 代 。 跡 群 ] の 中 で も 、 最 大 級 の スケ ー ル を 発掘 調査 が 注目 され て いる 。 出 土 品 の 土 版 (愛称 : ど ば ん くん ) を 模 し た グッ ズ が 続々 登場 四 人 
誇る 縄文 時 代 前 期 か ら 中 期 の 縄文 集 am 道 の 駅 お お ゆで 購入 で きる 。 ス 
この た いび 、 特 別 史 跡 三 内 丸山 遺跡 や 落 遺 跡 。 貴 重 な 出土 品 を 展示 し て いる ※ 屋 外 施設 は 11 月 2 日 以降 名 期 閉鎖 と な り ま す 。 リ 
他 、 遺 跡 を 紹介 する シア ター、 体 験 工 に 了 寺 、 
2 PH に ーー ら に ー: ヽ こ ロ 7 スト ー ー ク ル 2 が 用 JR 避 記 か ラペ “ 放 い 352 9 
特別 史跡 大 湯 環状 列石 を は じ め 、 北 房 な ども 備え 、 世 界 的 に 注目 され る 人 間 ン 大 湯 ン サ 館 交通 プ 鹿角 花輪 駅 ら ハ で 約 分 プ 
、 _ 類 の 歴史 に 触れ る こと が で きる 。 ー | 
海道 か ら 北東 北 に か け て の 1 道 3 県 、 間 ン ノ 三 内 丸山 遺 跡 セ ンタ ー - ニー 





_ 交通 JR 新 青 森 駅 か ら バ ス で 約 15 分 


サン ファ ン 館 & サ ン ・ フ ァ ン バー ク 新宮 熊野 神社 長 床 山 居 倉 庫 


今 か ら 約 400 年 前 、 支 倉 常 長 ら 「 慶 長 使節 ] を 乗 源 頼 義 の 勧請 と され る 古 社 で 、 拝 殿 「 長 床 ] は 平 明治 26 年 建造 の 米 保管 倉庫 で 、12 棟 の 倉 
せ て 太平 洋 を 往復 し た ガレ オン 船 「 サ ン ・ フ ァ ン ・ バ 。 安 時 代 の 寝 殿 造り の 建物 。44 本 の 太い 円 柱 が 庫 の うち 2 棟 が 酒田 市 観光 物産 館 、1 棟 が 庄 
0 aeー = R 0 夫 生 ウ テ ィ スタ ]」 号 の 航跡 や 、 歴 史 的 偉業 を 伝え る ミュ ー 等 間隔 に 5 列 並び 、 す べ て 吹き 抜け に な っ て い 内 米 歴史 資料 館 、 残 る 9 棟 が 今 も 米 保管 食 
世界 文化 遺産 「 北 海道 ・ 北 東北 の 縄文 半 跡 群 ] の 構成 資産 の ひと つ で 、 縄 文 時 代 中 期 後半 ジア ム 。 隣 接 の サン ・ フ ァ ン パー ク か ら は 石巻 の 自然 る 。 併 設 の 宝物 成 に は 銅 鉢 を は じ め 、 国 、 県 指定 庫 と し て 使わ れ て いる 。 北 前 船 の 栄華 と 庄内 
(6< 肌 6602 グ 2 見 610F に コ 前 ) の 大 規模 な 集落 跡 。 施設 公園 内 忌 は 土屋 根 の 臣 穴 住居 な ど が 復元 さ と 太平 洋 が 一 度 に 眺望 で きる 。 文化 財 が 多 く 保存 され 、 拝観 する こと が で きる 。 米 の 歴史 に 触れ る に と が で きる 。 

れ て いる 。 ま た 、 隣 接する 博物 館 で は 出土 品 が 展示 され て いる ほか 、 土 器 ・ ア クセ サリ ー の 製 間 ノ サン ・ フ ァ ン 館 間 / 新 宮地 区 重要 文化 財 保存 会 間 ノ ー 般 社団 法人 酒田 観光 物産 協会 
RE 交通 /JR 渡 波 駅 か ら 徒歩 約 25 分 US 交通 JR 酒 田 駅 か ら 車 で 約 5 分 


ノ 御 所 野 # 館 交通 IGR いわ て 銀河 鉄道 一 戸 駅 か ら 車 で 約 5 分 各 得 三 軸 の 島 臣 上 ※ 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 の 影響 に より 事務 所 等 が 
@ 問 / 御 所 野 縄文 博物 館 @ 交通 プ IGR いわ て 銀河 鉄道 一 戸 駅 か ら 車 で 約 5 分 ※ 復 元 船 の 観覧 は 9/6( 月 ) を も っ て 終了 し まし た 。 急 導 閉所 する 場合 が あり ます 。 


に ある 17 遺 跡 か ら 構成 され る | 北海 
道 ・ 北 東北 の 縄文 遺跡 群 」 が 世界 文 
化 遺 産 に 登録 され た 。 








情緒 豊か な 絶景 の 湯 








東北 の 温泉 は 
他 に も あり ます 函館 本 線 ノ \ 
Sa 〇 きら デ ーー 大 沼 国定 公園 


1954 年 (昭和 29 年 ) に 「 国 民 保 状 
温泉 地 」 第 1 号 に 記 認定 され た 酸 ヶ 湯 
温泉 は 、 湯 量 や 効能 、 環 境 の 良さ で 
知ら れ 、 全 国 的 に も 人 気 の 温 泉 地 。 
160 畳 ある 「 ヒ バ 千 人 風呂 」 で は 、 熱 * 
湯 、 冷 の 湯 、 四 分 六 分 の 湯 、 湯 滝 な 
ど が 楽し め る (混浴 )。 
@ 問 ノ / 酸 ヶ 湯 温 

- ニョ O 交通 JR 青森 駅 か ら 車 で 約 50 分 


化物 ・ 硫 酸 塩 泉 で 、 マ イル ド な 温泉 で ゆっ た り と 過ごし た い 方 と の ら る プレ ら f た と の る まり 

や 肌 に 優し い 温 泉 に 入り た い 方 に お 薦め 。 紅 葉 の 名 所 と し て に つか りな が ら 色 鮮やか な 景色 を 楽し め る 他 、 薬 研 渓流 沿 3 北海 道 新幹線 

も 知ら れ 、 都 会 の 雑踏 を 忘れ る に は 最適 。 い に は 1 周 約 6m の 遊歩 道 ああ り 、 穫 華 の 中 を 牙 策 で きる 。 ト 北 半島 大湊 - 

O 問 ノ 青 荷 温 5 の 問 ノ 下 北 観光 案内 所 ーーー 東北 山形 秋田 新幹線 
O 交通 紀南 鉄道 時 石 駅 か ら 路線 パス | 道 の 駅 尋 の 湖 | 下車 、 送 迎 バス  @ 交通 /JR 下 北 駅 か ら 車 で 約 50 分 ニニ ュー JR 在 来 線 





ーー バー JR BRT 
(4 な ぎ 温 -『 es ーー で 一 - JR 線 以外 





ーー 一 高速 道路 

ロロ に * 高速 道 
昭 湯 900 年 の 性 史 あ る 授 提 LDS 半 基 2021 年 9 月 現在 の 情報 で す 
豊富 な お 湯 が 湧出 し て お り 、 寒 い 季 ーー ナー < ー ーー と = 5 ee 津軽 中 里 線 ※ 地 図 は 略図 で す 





節 で も 良く 温まる 。 強 アル カリ 性 の お 

湯 は 美肌 効果 が 期待 で き 、 天 然 の 

保湿 成分 と 言わ れる メタ ケイ 酸 も 豊 

富 で 、 女 性 に お すす め 。 

O 問 ノ つなぎ 温泉 観光 協会 BB = ーーー 時 着 Emmmls 

NT/ SKI HHH 有 Hunt 本 舞 還 | 北 金 ヶ 沢 の 大 イチ ョ ウ 





6③ 花巻 温泉 卿 岩手 県 花 大 市 G③ 金田 一 温泉 狗 寺 手 県 三戸 市 


花巻 温泉 卿 は 12 の 温泉 地 が 集まっ た 温泉 リゾ ー ト 。 台 川 と 南部 藩 の 指定 湯治 場 で も あっ た 温泉 地 で 、 泉 質 は 神経 痛 
豊 沢川 治 い を 中 心 に 、 花 巻 の 先 人 も 好 ん だ 趣 あ る 湯治 宿 や や 筋肉 痛 ・ 冷 え 性 ・ 疲 労 回 復 な ど に 効用 が ある 低 張 性 弱 ア 弘 南 鉄道 
温泉 旅館 、 フ ァ ミリ ー で リゾ ー ト 気分 を 満喫 で きる 近代 的 な ホ ルカ リ 性 低温 泉 。 ま た 、 出 会 うと 幸せ に な る と 言わ れる 「 座 敷 大 鯉 呈 朱 1 
テル な ど 多 種 多様 な 温泉 宿 が 揃う 。 わら し 」 の 里 と し て も 知ら れ 、 心 穏やか に 癒さ れる 。 
9 貼 ン ー 般 社団 法人 花巻 観光 協会 O 問 ノ 金 田 一 温泉 旅館 組合 

交通 施設 に より 異な る に に より 上 を 6( 昌 IGR て 人 0 

( 最 寄 駅 ) JR 花巻 駅 か ら バ ス で 約 15 一 30 分 田 一 温泉 駅 か ら 車 で 約 3 分 白神 山地 か 訂 

( 岳 位 自然 観察 数 育 林 ) リー 大 湯 環 状 列石 








貞 紀 3.7 を 天地 まほ 不 温 ス ドニ ン 
に 還 6 秋保 温 プ es サー ニク ル 館 
も 5 に カロ % 
WERiA 





こと か ら 御 湯 の 称 号 を 賜り 、 以 来 日 
本 三 御 湯 の ひ と つ に 数 えら れる 秋 
) 保温 泉 。 伊 達 政 宗 公 も 度々 訪れ た 


] | 鉄 明 天 皇 の 小 六 ( 皮 膚 病 ) を 癒し た 


八郎 濁 干 拓 地 





と いう 名 湯 で 、 秋 に は 周辺 の 山々 や ま | 
峡谷 が 鮮やか な 紅葉 で 彩 られ る 。 八郎 湖 SA( 電 


仙台 か ら 程 近い の も 魅力 。 9 
の O 問 ノ 秋保 温泉 郷 観光 案内 所 男鹿 半島 男鹿 線 
@ 交通 /JR 仙 台 駅 か ら 
直行 バス で 約 30 分 





(7 97 
2 鳴子 温泉 卿 用 環 応 天 参 青根 温泉 軒下 県 川 只 困 


5 つの 温泉 地 か ら な る 一 大 温泉 郷 で 、1.000 年 を 超え る 歴史 が ある 。 日 "か つて は 伊達 家 の 御 契 湯 も 置か れ た 、 蔵 王 連峰 を 望む 山 あ 
本 に ある 10 の 泉 質 の うち 8 種 が 湯 出 し 、 湯 量 も 豊富 で 源泉 か け 流し が い の 閑 静 な 温泉 地 。 御 殿 湯 の 品格 と 、 武 士 の 湯治 場 と し て 
多い の も 魅力 。 周 辺 に は 紅葉 の 名 所 [鳴子 峡 ] や 天気 ・ 時 期 に に っ て 色 の 素朴 な 面影 を 今 に 残 し て いる 。 遠 く 仙台 平野 か ら 太平 洋 
を 変え る 「 潟 沼 ] な ど 多く の 見 どこ ろ が ある の で 、 ゆ っ くり と 滞在 し た い 。 まで を 一 望 で き 、 紅 葉 の 時 期 の 眺望 は 特に 格別 。 


全 





紫波 SA ? 


花巻 温泉 郷 ) 』 
花巻 JCTY 





@O 問 ノ 鳴子 温泉 郷 観光 協会 @O 問 ノ 川崎 町 観光 協会 4 西 仙 北 SA 邊 
@ 交通 施設 に より 異な る ( 最 寄 駅 ) JR 鳴子 温泉 駅 ほか @ 交通 JR 白石 蔵王 駅 か ら 車 で 約 1 時 間 


秋田 県 北 秋田 市 ss 


熊 な どの 狩猟 を 行っ て いた 「 マ タ ギ ] mm ーー rsN いで 
の 里 ・ 阿 仁 地 方 に ある 秘 湯 で 、 マ タ っ Sm 
ギ の 生活 を 学び 、 体 験 で きる 宿 と し 
て 知ら れる 。 温 泉 は 、 ナ トリ ウム 、 カ ル 
シウム 塩化 物 泉 で 、 湯 冷め せ ず 良く 
温まる 。 自 然 の 恵み 満載 の 深山 料 科 。- 
理 も 格別 。 ト 03 
f 





日 本 海東 北 





@ 問 ノ 打 当 温泉 秘境 の 宿 [ マ タ ギ の 湯 ] 上 rs 5 員 計 / 用 
O 交通 秋田 内 院 縦貫 鉄道 wt * 江 エ Y 2 安 財 @ / 
阿仁 マタ ギ 駅 か ら 車 で 約 3 分 ・ ヅ wJ 大 般 濾 





※ 困 仁 マ タ ギ 駅 、 く まく ま 園 か ら 。 !ー*- に 明 ー 
送迎 あり ( 要 事 前 連絡 本 陸 下 に ( . 


に ヨ 々 
() 猿 倉 温泉 秋田 県 昌利 本 葵 市 ゆ ⑫ 湯 瀬 温泉 卿 秋田 県 鹿角 市 
鳥海 山 の 登山 口 や 鳥海 高原 の レジ ャ ー 施 設 に も 近く 、 秋 の 米代 川沿 い の 温 泉 地 で 、 紅 葉 の 季節 に は 山々 が 赤 や 黄色 


鳥海 山 レ ジャ ー の 拠点 と し て も 賑わう 温泉 郷 。 泉 質 は と ろ み に 彩 られ る 絶景 地 。 泉 質 は アル カリ 性 単純 泉 で 、 東 北 有 数 の 
が ある 塩化 物 泉 で 、 切 り 傷 、 未 構 循環 障害 、 冷 え 性 な ど に 効 美人 の 湯 で 知ら れる 。 秋 田 の 秋 の 恵み を ふん だ ん に 使っ た 


能 が あり 、 体 が よく 温まる の で 寒い 季節 は 特に お 薦め 。 


@ 問 / 由 利 本 注 市 観光 協会 
@ 交通 由利 高原 鉄道 矢島 駅 か ら 車 で 約 20 分 


EE2E 財 ンジ 327 の = た 


@O 問 / 十 和田 八幡 平 観光 物産 協会 
@ 交通 JR 湯 瀬 温 泉 駅 か ら 徒歩 約 5 分 


4 の ム ず AW ジ 」 
山形 県 米沢 市 


「 米 沢 八 湯 」 と は 、 米 沢地 方 に ある smo 

山形 有数 の 名 湯 ・ 秘 湯 の 総称 。 懐 寒河江 TS 

か し さ を 読 う 里 山 の 湯 か ら 、 山 を 歩 

いて 登っ た 先 に ある 秘 湯 中 の 秘 湯 MO 

まで 、 各 温泉 が 泉 質 や 個性 を 競っ て 』 ン 

いる 。 紅 葉 の 名 所 も 多く 、 こ れ か ら の プ 

季節 は 特に お 薦め 。 し 長井 タバ 

O 問 ノ 米沢 観光 コン ベン ショ ン 協 会 4 な が い 百 秋 湖 
交通 施設 に より 異な る 4 才 

( 最 寄 駅 ) JR 米沢 駅 ほか 








志波 彦 神社 ・ 臨 乾 神 社 








/ 仙台 東部 道路 


銀山 温泉 山形 県 尾 沢 市 ⑥ あつ み 温 泉 山形 県 欠 岡 市 


大 正 時 代 に タイ ム ス リ ッ プ し た か の よう な レト ロ な 景色 が 広 が 庄内 潜 の 湯 役所 が 設け られ た こと も ある 、 歴 史 あ る 温泉 地 。 泉 質 は 、 ナ ト 
る 銀山 温泉 。 銀 山川 の 両 岸 に 木造 の 温泉 旅館 が 立ち 並ぶ リウム ・ カ リウ ム ・ 塩 化物 ・ 硫 酸 温泉 で 、 切 り 傷 ・ 湿 疹 ・ 神 経 痛 な ど 幅 広い 効 
温泉 街 で は 、 夕 暮れ に な る と ガス 灯 に 火 が と も り 、 ノ スタ ル 用 が ある 。 飲 用 も あり 、 庄 内 地方 を 代表 する 湯治 場 と し て 賑わっ て いる 。 温 
ジッ ク な 日 本 情緒 が 漂う 。 周 辺 に は 紅葉 の 名 所 も 多い 。 泉 街 を 見 渡せ る 高台 に 位置 する 「 あ つみ 温泉 ば ら 園 ] も 見 どこ ろ の 一 つ 。 
@O 問 ノ 銀山 温泉 案内 所 O 問 あ つみ 観光 協会 SN 
@ 交通 JR 大 石田 駅 か ら 車 で 約 30 分 @ 交通 プ JR あ つみ 温泉 駅 か ら 車 で 約 10 分 回 加 野上 問 








4 レブ 
2 < 、 多 方 
ビ | ぁ 、 NN | | ( 下 委 _ 因 N( ) | 原 ノ 町 、 記 
さ ーー NT 僅 JAW。 ナラ e 新宮 熊野 神社 長 床 | N 東北 の 旬 を 食べ よう ! ノ 
⑥ 湯 野上 温泉 1 かさ 。 ンーaeo ざ 4 二本松 TOHOKU SALAD 
ご 斬っ ・ = ヴ ャ ET Ns ーー か 安達 太良 SA = と う ほ く サ フ タダ = 


福島 県 下郷 町 


奈良 時 代 に 発見 され た と され る 湯 

野上 温泉 は 、 会 津 の 奥 座敷 と し て 

古く か ら 賑 わっ た 湯治 場 。 泉 質 は ア ee hi ir F」- ュ IE 『 

ルカ リ 単 純 泉 で 、 神 反 、 和 内 少 、 還 還 生 に 二 m.--ーー ー ビ ワ ン く 

慢性 消化 器 病 な ど に 効き 、 マ イナ ス 本 ー 「 t 見 ン ※ 会 津川 ロー 只見 間 は 
イオ ン 濃度 も 高い の が 特徴 。 身 体 = 生 バス 代行 輸送 

芯 か ら 温め て くれ る と 評判 。 本 PE we 所 

@ 問 / 湯 野上 温泉 観光 協会 ar EE 甲子 ・ CUP 


O 交通 施設 に より 異な る 間 ーー | き † = ーー 二 『 計 - 
( 最 寄 駅 ) 会津 鉄道 湯 野上 温泉 駅 人 リー?⑧ ) 新 所 


By 用 隔 本 中 福島 県 石川 町 ) 甲子 ・ 新 甲子 温泉 福島 県 西郷 村 会 津 高原 尾瀬 





常 
北 


同形 | 














、e 夏井 川 8 渓谷 * 
母 畑 ・ 石 川 : 昌 朱 郷 W 


豊か な 食材 を 育む 





※ 掲 載 の 地図 や その 縮尺 、 所 要 時 間 な ど は 、 お お よそ の 目安 と な る も の で す 。 


水 
日 本 三 大 鉱物 産地 の 1 つ に 数 えら れ て いる 石川 町 に は 、 東 標高 800m と いう 高地 に ある 温泉 地 で 、 新 甲子 温泉 は 上 流 の 甲 チ の 2 郡 東北 の 風景 と 
北 で も 有数 の ラジ ウム 温泉 地 、 母 畑 ・ 石 川 温泉 郷 が ある 。 大 温泉 か ら 引 湯 し て 開か れ 、 現 在 で は 自家 源泉 湯 宿 ちあ る 。 ブ ナ や ミ ど 勿 線 旬 の 食材 を 使っ た サラ ダ を 
抵 の 病 は 三 日 で 治っ て し まう と いう 「 母 畑 の 三 日 湯 」 の 伝説 " ズ ナ ラ の 原生 林 に 囲ま れ 、 渓 谷 と 紅葉 を 堪能 で きる 絶景 スポ ッ ト 。 泉 アル  “^ お 楽し みく だ さい ! 
が 残さ れ て いる ほど 、 優 れ た 効能 で 知ら れる 。 質 は アル カリ 性 単純 泉 で 、 筋 肉 や 関節 の 痛み な ど に 効く と され る 。 いわ き ぎ 勿 来 IC の " 詳し く は こち ら 
る 間 ノ 石川 町 観 光 物 産 協会 @ 問 ノ 西郷 村 観 光 協 会 アリ 60 / 
交通 / 施 設 に より 異な る ( 最 寄 駅 ) JR 磐城 石川 駅 交通 JR 新白河 駅 か ら 車 で 約 2030 分 』 2 守 


